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有田市社会福祉協議会
HPはこちら

社協だよりは、「赤い羽根共同募金」配分金と寄付つき商品事業「JUST」による寄付金の一部
で発行させていただいています。

小学校６年生児童代表が
毎号将来の夢を発信︕
１０年後、成長した姿を
地域の皆さんに発信します︕
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ろー

　有田市社協が事務局をしている「有田市地域福祉
ネットワーク会議」では、ここ数年「災害」をテー
マに協議を続けています。福祉の事業所等も、地域
の皆さんと一緒になって、防災・減災対策に取り組
みたいと考えています。
　今回は、今後も防災に関する啓発を続けるために
防災キャラクターのアイデアを地域のみなさんや子
どもたち、福祉サービスを利用する方らから募集し
ました。
　老若男女総数97作品の中から、投票により
「そなえありだろー」に決定いたしました。
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そなえありだろー
防災キャラクター誕生

「夜間は光る
ライン入りヘルメット」

「避難の時は靴だよ！」

「ひとりひとつの
防災リュックを用意しよう」

原案

有田らしくみかんをモチーフに考えてくれました。
このネーミングのインパクトが高い評価を得ました。
災害には「備え」ることが一番大事。
それを名前で伝えてくれています。
これからいろんな所に登場しますので
「そなえありだろー」を発見してください！
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事業計画・予算令和３年度

１　福祉教育の充実　　２　地域がつながる取組の推進　　３　相談支援事業の充実・発展

重点目標

重点事業

　平成25(2013)年度から取り組みを始めた福祉の種まきプロジェクトは、コロナ禍にあった昨年度
もICTを活用することで新たな手法で学ぶことができました。子どもたちが動くことで多世代・多
職種の方とつながり、その方々も共に学ぶことで気づきと次の行動が生まれるようにはたらきかけ
ていきます。

１　子どもたちがつなぐ未来への希望　福祉の種まきプロジェクト

　これまで関わってきた方々や団体等と課題共有するなかで、お互いを知る機会が少ないことを実
感しています。また、個で対応できることには限界があり、より良い地域にするためには対話や協
働が望まれます。
　こうしたなか、あらゆる主体が対話によって「共に」課題解決に向かえる場づくり、そして「共
に」生きるということについて考えられる機会をつくります。

２　地域共生プラットフォームづくり

　自分が暮らす地域内に用事がなくても立ち寄れる安心の場があり、その場では、何気ない会話か
ら心配事や課題に気づいてくれるまちの人がいる、そうした空間づくりをめざします。そのための
受け入れ側の住民自身がその場づくりについて考えられる機会をつくっていきます。

３　まちかど相談所立上げ支援事業

　適正な法人運営や事業運営を行うとともに、各部門間の連絡、調整を行い、本会全体
の適正な管理業務を行います。また、「第２次地域福祉活動計画」の実践も行います。
今年度は、「第2次有田市地域福祉活動計画」の見直し、「第３次有田市地域福祉活動計
画」の策定年であり、住民や関係団体の参画を得て計画策定を進めていきます。
 また、地域福祉推進のため、重点目標に掲げている「福祉教育の充実」に引き続き取り
組んでいきます。重点事業の「子どもたちがつなぐ未来への希望　福祉の種まきプロジ
ェクト」に取り組むとともに、各業務において福祉教育機能を活かせるよう努めます。
 さらに、重点目標の「相談支援事業の充実・発展」にも取り組みます。深刻な状態に陥
ってから専門職につながるのではなく、前段階として住民同士で困りごとを聴きあえる
ような場をつくり、その場と専門機関である本会が関わることで早めにニーズキャッチ
をし、予防的に介入できるよう努めます。重点事業の「まちかど相談所立上げ支援事業
」に取り組みます。

法人運営事業 46，524千円
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有田市社会福祉協議会では、
理事会（３月１７日）、評議員会
（３月２６日）の議決を経て、令
和３年度事業計画・予算を決
定しました。

　ご協力いただいた共同募金は、県共同募金会を通じ、高齢者、障がい児者、子どもたちへの
福祉活動のほか、ボランティア活動等、社会福祉事業の貴重な財源になっています。
　有田市においては、小中学校への学校図書の寄贈、保育所・幼稚園への知育玩具の寄贈、高
齢者福祉活動、ボランティア活動の推進等、地域の身近な活動に使用させていただきます。

共同募金配分金事業 2,300千円

善意銀行・福祉基金事業

3,060千円
ボランティア活動事業

473千円

　判断能力の不十分な高齢者
や知的障がい者、精神障がい
者に対して福祉サービスの利
用に関する情報提供、助言、
手続きの援助や金銭管理、重
要書類の預かりなどを行いま
す。
　また、成年後見制度による
法人後見事業を行います。家
庭裁判所から選ばれる成年後
見人等の役割を、本会が法人
として担い、財産管理や身上
監護を行います。

福祉サービス利用援助事業

9,280千円

　ボランティアに関する相談
窓口となり、ボランティアを
はじめたい方に登録グループ
や活動の紹介を行います。ま
た、安心してボランティア活
動に取り組んでいただけるよ
う、ボランティア保険への加
入手続きも行っています。
　さらには、災害時に備え、
災害ボランティアセンターの
設置・運営訓練を行います。

　重点目標の「地域がつなが
る取組の推進」を行います。
　地域で暮らすあらゆる住民
が出会う場、対話する場をつ
くります。その中で、それぞ
れが役割をもって生活できる
環境づくりを推進します。
　人と人、団体、企業、しく
みなど地域内でのつながりづ
くりに取り組みます。重点事
業の「地域共生プラットフォ
ームづくり」を行います。

生活福祉資金貸付事業
357 千円

居宅介護支援事業 14,049 千円

心配ごと相談所事業 64 千円

令和３年度予算

145,115千円

通所介護事業
69,008 千円



奇数月(５・７・９・１１・１・３月)
第３日曜日

午後１時３０分～３時頃
地域交流古民家カフェＡＧＡＬＡ２階

箕島本町商店街東入り口付近　駐車場有：AGALA東隣

学校にいけない・いかない子をもつ

親同士がつながる場
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　有田管内には、学校へいけない子どもさんを
もつ親御さんが会って話をする場はありません
でした。
　当事者の方からの声や学校とのかかわりの中
でその必要性を感じ、今年1月・3月に試験的に
開催しました。
　参加された方からはこんな言葉が出ました。

「同じ状況の人と会うことが全くなかったので
孤独だった」
「抱え込んでしんどいし、誰にも分かってもら
えないと思ってしまう」
「友達にも言えないこともある」

　この語らいの場に同席し、社会福祉協議会と
して、ひとりで悩んでいる親御さんに対して、
「この場があるよ」というメッセージを出して
いくことを決めました。

第２回まとめは
こちらの
QRコードから→

感染対策のため、可能な限り前の週の金曜
日までに右のQRコードからお申し込みくだ
さい。但し、当日参加もできますのでじっ
くりお考えください。
また、上記日程は原則です。
急な変更はHPでお知らせしますのでご了承
ください。

ご参加の皆さんの声を受けて定期的な開催へ
２か月に一度のペースで思いを言葉にする場をもちます。

次回は　５月１６日（日）

地域として「避難」を考える　ということ
～ 防災モデル地区　野自治会の取組から ～
地域として「避難」を考える　ということ
～ 防災モデル地区　野自治会の取組から ～

　地域の中には、災害時に一人で避難できない方
がおられます。突然くる地震では難しいですが、
進路予想ができる台風などは、早めに行動すれば
助け合いが可能となります。
　一定の地域内で、「いつ」「だれが」「何を」
するかを住民がお互いに把握して計画しておくこ
とで、安否確認や声掛け、誘導が必要最小限で可
能となります。

　野自治会では、去る3月12日に自治会の主要な方々が学習会に参加されました。前述の計画を
「コミュニティタイムライン」と言います。大阪市と「野みかんセンター」をオンラインでつ
なぎADI災害研究所の伊永理事長から講義と質疑応答をしていただきました。災害時は自分の命
が最優先であり、誰にも義務や責任はないことを確認しました。だからこそ地域全体で備える
ことで救える命があるということだと思います。　
　昭和28年の7.18水害で大きな被害を受け、最新のハザードマップでも深刻な被害予想のある
野地区では、今後、「地域として避難する」ことを考えていく予定です。

災害時の助け合いに「義務や責任」はない

　赤い羽根共同募金配分金事業として、グラウンドゴルフ大
会を行います。たくさんの方のご参加をお待ちしています。

日時：２０２１年６月１日(火)　午前８時３０分より
（雨天の場合は６月３日(木)に延期します。）
場所：ふるさとの川総合公園
対象者：概ね６０才以上の方
申込み：事前申込み不要です。
　　　　当日お越しください。

　新型コロナ感染症を原因とす
る減収や失業で生活費にお困り
の方に対する生活福祉資金特例
貸付のお申込み期限は令和３年
６月末まで延長されています。
　まずは、お電話でご相談くだ
さい。
　詳しくは、和歌山県社会福祉
協議会ホームページ  （https://w
ww.wakayamakenshakyo.or.jp）で
ご確認ください。

※コロナウイルス感染状況を考慮し、急きょ開催を中止すること
　があります。その場合は、本会ホームページ上で告知しますの
　でご確認ください。

グラウンドゴルフ大会のお知らせ社会福祉協議会主催

有田市
社会福祉協議会

おしらせ
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